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EPR (Extended Producer Responsibility)
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“Strategic Integrated LCA Technology ﬁmﬂtﬁ’\
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２０１３年以降の国際枠組の国際的議論が活発化しており、ここに示す通り地球温暖化問題に関する国際会議が数多く開催されています。

昨年６月のハイリゲンダムサミットにおいては、「2050年までに世界全体のCO2排出量の半減」という日本からの提案に対して、Ｇ８各国が真剣に検討することが合意されました。

本年１月のダボス会議では、次にご紹介する「クールアース推進構想」を提案しております。

今後は主要排出国が責任ある形で参加する枠組みのあり方に関して２００９年までの合意を目指し、交渉が本格化していくことになります。


HEDEAXMNBAT

H— )L 7—RHE SR |
[FHRRAEEICHITHIRIBIRER]) (EK20%£1826H)

(1. RRFEHIL—LT—H A
-BEVREAREIEICEIT T, TEHHELSLICERNL SR BELZIEIF TRYED,
-BEDOETEIZH->TIX. TRILF—HRLEXFEII—FIEYHL, SBEFRAIN

HEMMEEBELL BRI GEEZEA LIS, HIBBHED A FEIZHER,

2. EfFIRER D
- HRSAT2020FFETICTZOUDIRIILT—RERET HEEZZHATHE,
- 100 BRIREDQIFH-LBEES AN L (J—ILT—R - IN—rF—9 D) HHEEL ., &
+TE®DREIEERETIIE,

3. 4/R— 3y
BB ORERSERFHE~DERHE,

BRE-IRLEF—DBFOMRFRIREZERL. SESEFTI00RFLEEDES
A
\ L AL N

RRAKERERIZRATER TTUTILIREER BREIRIDAVMIZE 49— /&

MATERIALS.



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地球温暖化問題に対する我が国の基本的な考え方として、1月のダボス会議で「ポスト京都フレームワーク」「国際環境協力」「イノベーション」の3つからなる「クールアース推進構想」を提示しました。

ポスト京都議定書のフレームワークとしては、国別総量目標を掲げ、セクター別アプローチによって目標設定すること、を提案しています。

また、世界全体で2020年までに30%のエネルギー効率の改善を目指し、5年間で100億ドル規模の途上国の温暖化対策支援も行うこととしています。

また、革新技術の開発と低炭素社会への転換が重要であり、特に環境・エネルギー分野の研究開発に、今後５年間で３００億ドル程度の資金を投入することとしております。
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URBAN Resources Management

Sound Material Cycle

#Rh 8k LU (urban mining)
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